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二
月
定
例
理
事
会
　
　
二
月
二
十
五
日

一
、 

令
和
２
年
度
貸
倒
引
当
金
等
の
承

　

認
及
び
決
算
状
況
報
告
に
つ
い
て

　
　

令
和
２
年
度
末
の
貸
倒
引
当
金
、

　

減
損
損
失
額
、
繰
延
税
金
資
産
額
等

　

が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た

　

後
、
令
和
２
年
度
決
算
等
の
説
明
が

　

行
わ
れ
ま
し
た
。

二
、 

令
和
３
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

令
和
３
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
資
料
に

　

基
づ
き
審
議
し
た
結
果
原
案
通
り
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、 

令
和
３
年
度
個
人
情
報
保
護
計
画

　

の
策
定
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

個
人
情
報
保
護
と
適
正
な
利
用
を

　

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
三
年
度

　

に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
体
制
、
取

　

組
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通

　

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、 

組
合
の
機
構
の
一
部
変
更
に
つ
い

　

て

　
　

指
導
体
制
の
強
化
に
伴
い
、
本
所

　

の
指
導
販
売
部
を
指
導
部
と
販
売
部

　

に
分
離
、
支
所
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ

　

ク
毎
に
総
合
支
所
を
設
け
経
済
支
所

　

等
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

　

し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、 

令
和
２
年
度
末
賞
与
支
給
に
つ
い

　

て

　
　

年
度
末
賞
与
支
給
を
審
議
し
、
原

　

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
、 

第
22
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　
　

第
22
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。

七
、一
宮
西
地
区
統
合
共
選
所　

駐
車

　

場
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　

一
宮
西
地
区
統
合
共
選
所　

駐
車

　

場
整
備
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
、
原

　

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
理
事
会
　
　
三
月
二
十
三
日

一
、
総
代
会
提
出
議
案
及
び
地
区
説
明

　

会
開
催
日
程
に
つ
い
て

　
　

令
和
三
年
四
月
二
十
四
日
に
行
わ

　

れ
る
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
提
出

　

議
案
及
び
総
代
会
に
伴
う
地
区
説
明

　

会
開
催
日
程
つ
い
て
審
議
し
、
提
出

　

議
案
を
総
代
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

　

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
に

　

つ
い
て

　
　

法
令
遵
守
の
徹
底
や
、
よ
り
健
全

　

性
の
高
い
経
営
を
確
保
し
、組
合
員
・

　

利
用
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
組
合
を

　

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
内
部
統
制

　

シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク

　

評
価
書
に
つ
い
て

　
　

 

「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止

　

に
関
す
る
法
律
」
な
ら
び
に
金
融
庁

　

が
公
表
し
た
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

　

リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に

　

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、

　

金
融
機
関
等
の
特
定
事
業
者
は
、
公

　

安
委
員
会
が
毎
年
公
表
す
る
「
犯
罪

　

収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
」
等
の
内

　

容
を
勘
案
し
て
自
ら
の
マ
ネ
ロ
ン
・

　

テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
を
特
定
・
評

　

価
し
、
当
該
リ
ス
ク
を
適
切
に
低
減

　

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の

　

リ
ス
ク
評
価
書
作
成
に
つ
い
て
審
議

　

し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　

法
定
労
働
時
間
遵
守
の
為
、
変
形

　

労
働
時
間
制
の
運
用
が
で
き
る
よ
う

　

条
文
の
追
加
、
職
員
給
与
規
程
の
一

　

部
変
更
に
つ
い
て
法
定
労
働
時
間
遵

　

守
の
た
め
変
形
労
働
時
間
制
の
運
用

　

を
行
う
際
の
超
過
勤
務
手
当
を
明
記

　

す
る
た
め
条
文
の
一
部
変
更
に
つ
い

　

て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

　

し
た
。

五
、
次
期
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
管

　

理
系
シ
ス
テ
ム
の
移
行
先
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

次
期
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
管

　

理
系
シ
ス
テ
ム
の
移
行
先
を
全
国
シ

　

ス
テ
ム
で
あ
る
新C

om
pass-JA

　

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
原
案

　

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
境
川
第
一
共
選
所
の
売
却
に
つ
い

　

て

　
　

境
川
支
所
境
川
第
一
共
選
所
を
売

　

却
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。

七
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
要
項
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
貸
出
し
に
つ
い
て

　

商
品
性
の
見
直
し
及
び
顧
客
の
利
便

　

性
向
上
の
観
点
か
ら
改
正
を
行
う
も

　

の
で
あ
り
、
基
金
協
会
、
Ｋ
Ｈ
Ｌ
、

　

ニ
コ
ス
の
３
社
の
保
証
会
社
の
要
項

　

の
一
部
改
正
審
議
し
、
原
案
通
り
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
令
和
３
年
度
不
良
債
権
処
理
方
針

　

に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
不
良
債
権
処
理
方
針

　

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認

　

さ
れ
ま
し
た
。

九
、
境
川
支
所
個
選
置
き
場
の
建
設
に

　

つ
い
て

　
　

境
川
支
所
個
選
置
き
場
の
建
設
に

　

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ

　

れ
ま
し
た
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）
檜
山
靖
洋

　
　

緑
風
と
青
嵐

　

新
緑
が
次
第
に
色
濃
く
な
る
季
節
で
す
。

近
年
の
５
月
は
か
な
り
暑
く
な
る
日
も
あ
り

ま
す
が
、
真
夏
の
暑
さ
と
は
違
い
、
湿
度
は

ま
だ
ま
だ
低
く
す
が
す
が
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
が
飛
ぶ
う
っ
と

う
し
い
季
節
も
終
わ
り
、
吹
き
抜
け
る
風
が

と
て
も
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
青
葉
を

吹
き
抜
け
る
風
を
緑
風
と
い
い
ま
す
。
風
が

青
く
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
ほ
ど
の
風
薫

る
気
持
ち
の
い
い
初
夏
の
風
で
す
。

　

も
う
一
つ
こ
の
季
節
の
風
を
表
す
言
葉
で

青
嵐
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
青
葉
を
ざ
わ

ざ
わ
さ
せ
る
ほ
ど
の
強
風
が
吹
く
こ
と
を
青

嵐
と
い
い
ま
す
。
メ
イ
ス
ト
ー
ム
と
い
う
言

葉
が
あ
る
く
ら
い
で
、
５
月
は
強
風
が
吹
き

荒
れ
る
こ
と
も
多
い
時
期
で
す
。
強
い
日
差

し
で
大
地
が
暖
ま
り
始
め
、
そ
こ
へ
冬
の
名

残
の
寒
気
が
入
る
と
、
低
気
圧
が
発
達
し
風

が
強
ま
り
ま
す
。
時
に
は
ひ
ょ
う
が
降
っ
た

り
竜
巻
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
。

　

緑
風
を
楽
し
み
つ
つ
青
嵐
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
専
門
部
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞　

　

２
月
18
日
、
全
国
果
樹
技
術
・
経
営

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
状
伝
達
式
が
甲
府
の

Ｊ
Ａ
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

笛
吹
農
業
協
同
組
合
青
果
物
生
産
団

体
連
絡
協
議
会
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
専
門
部

会
（
参
加
戸
数
124
戸
）
は
、
集
団
組
織

の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

若
杉
寿
直
部
会
長
が
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

同
専
門
部
会
は
、
平
成
26
年
２
月
の

豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
ハ
ウ
ス
部

会
員
が
団
結
し
施
設
の
復
旧
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
集
出
荷
体
制
の
合

理
化
を
図
り
、
生
産
を
拡
大
し
て
き
た

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
推
進
す
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
栽
培
基
準
を

見
直
し
、
加
温
体
系
の
検
討
に
よ
り
高

品
質
化
を
実
現
し
有
利
販
売
に
繋
げ
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
県
平
均
単
価
よ
り
高
い

価
格
で
取
引
さ
れ
、
ま
た
、
若
手
が
主

体
と
な
り
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
新
技
術

の
実
装
に
よ
る
経
営
改
善
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
笛
南
支
所
（
建
物
）
引
渡
式

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
笛
南
支
所
新
築
工
事

に
お
い
て
建
物
部
分
が
完
成
し
、
３
月

３
日
建
物
の
み
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

引
渡
式
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
及
び

全
農
や
ま
な
し
、
施
工
業
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

新
築
さ
れ
た
笛
南
支
所
は
、
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
３
支
所
「
中
道
北
支
所
・
中
道

南
支
所
・
豊
富
支
所
」
の
信
用
共
済
部

門
が
統
合
し
た
金
融
店
舗
と
な
り
ま

す
。

　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
か
ら
建

物
の
み
先
行
し
て
建
築
し
、
今
後
駐
車

場
な
ど
の
造
成
工
事
を
行
い
完
成
し
ま

す
。
役
職
員
一
同
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
新
し
い
支
所
の
ご

利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
８
月
30
日
（
月
）
営
業
開

始
予
定
。

　
大
田
市
場
に
桃
の
花
枝
贈
呈　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

３
月
17
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
東
京
都
大

田
市
場
へ
、
開
花
と
な
る
桃
の
木
を
装

飾
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
鉢
植
え
を
届
け

ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
、
直
接
役
職
員
が
訪
問
し

取
引
市
場
の
売
場
へ
大
き
な
桃
の
木
を

飾
り
つ
け
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
事
前
に
準
備

し
た
鉢
植
え
を
配
送
す
る
方
法
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
産
青
果
物
販
売
が
始

ま
る
に
あ
た
り
、
当
管
内
を
代
表
す
る

風
物
詩
と
な
る
桃
の
花
の
風
景
を
販
売

先
で
再
現
で
き
る
こ
と
で
、
季
節
の
到

来
を
告
げ
、
産
地
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
８
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

小
池
組
合
長
は
「
桃
の
満
開
風
景
を

僅
か
な
が
ら
で
も
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
制
約
あ
る
生
活
様
式
を
強

い
ら
れ
て
い
る
今
、
少
し
で
も
明
る
い

話
題
と
な
り
心
の
励
み
と
な
れ
ば
幸

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
農
業
塾
　
笛
吹
市
役
所
へ
移
転

　

４
月
１
日
、
笛
吹
市
農
業
塾
の
事
務

室
移
転
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

移
転
式
に
は
、
笛
吹
市
山
下
政
樹
市

長
、
笛
吹
市
議
会
保
坂
利
定
議
長
ら
行

政
関
係
者
、
小
池
組
合
長
な
ど
約
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
「
笛
吹
市
地
域

農
業
再
生
協
議
会
」
、
「
笛
吹
市
援
農

支
援
セ
ン
タ
ー
」
、
「
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
一
つ
と
な
り

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
本
所
に
農
業
塾
と
し
て

開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
（
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
化
）
と
農
業
塾
の
見
え
る
化
を
図

る
た
め
、
笛
吹
市
役
所
本
館
に
移
転
し

ま
し
た
。

　

農
業
塾
は
移
転
に
伴
い
、
電
話
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。
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℡
０
５
５
・
２
６
７
・
８
０
０
５

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
営
農
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
事
務
所
の
移
転
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

℡
０
５
５
・
２
６
５
・
１
６
０
７

　
交
通
安
全
願
い
を
込
め
て

横
断
安
全
小
旗
・

交
通
安
全
旗
贈
呈　

　

４
月
初
旬
、
当
Ｊ
Ａ
は
笛
吹
警
察
署

に
横
断
安
全
小
旗
400
本
と
交
通
安
全
旗

25
枚
、
ポ
ー
ル
20
本
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
伴

い
、
児
童
等
の
通
学
路
に
お
け
る
安
全

な
横
断
と
交
通
事
故
防
止
啓
発
の
資
材

と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
交
通
事
故
の
減
少
に
役
立

ち
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

農
業
用
無
人
車
　
デ
モ
機
実
演
会

　

４
月
７
日
、
一
宮
町
内
の
圃
場
で
株

式
会
社
ア
セ
ラ
主
催
の
Ｘ
Ａ
Ｇ
社
デ
モ

機
の
実
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
実
演
さ
れ
た
農
業
用
無
人
車
は

液
剤
散
布
用
の
タ
イ
プ
で
、
車
両
後
方

の
噴
射
口
が
、
左
右
に
290
度
、
上
下
に

200
度
ま
で
回
転
し
、
散
布
幅
は
最
大
12

メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
角
度

に
散
布
で
き
る
た
め
果
樹
栽
培
に
活
躍

し
ま
す
。
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
変
更
で
粒

剤
散
布
や
草
刈
り
、
運
搬
に
も
対
応
で

き
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
の
農
業
の
現
場
で
は
、
依
然
と

し
て
人
手
に
頼
る
作
業
や
熟
練
者
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
作
業
が
多
く
、
省
力

化
、
人
手
の
確
保
な
ど
、
負
担
の
軽
減

が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
は
実
証
を
重
ね
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
国
内
最
大
規
模
の
桃
共
選
所

い
よ
い
よ
始
動　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
９
日
、
御
坂
町
金
川
原
に
建
設

し
た
御
坂
統
合
共
選
所
の
竣
工
式
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
山
梨
県
長
崎
幸
太
郎
知
事
、

笛
吹
市
山
下
政
樹
市
長
、
堀
内
詔
子
衆

議
院
議
員
、
山
梨
県
農
政
部
坂
内
啓
二

部
長
ら
行
政
関
係
者
、
市
場
関
係
者
、

施
工
業
者
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
小
池
一
夫

組
合
長
、
役
職
員
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

共
選
所
は
、
御
坂
地
区
内
３
ヶ
所
の

桃
共
選
所
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
作

業
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
低
減
を
図
り

生
産
者
の
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
１
４
８
７
８
．
４
３
㎡
、

建
築
延
床
面
積
７
２
０
２
．
４
１
㎡
を

有
し
、
軟
弱
果
実
で
あ
る
桃
を
一
つ
一

つ
専
用
ト
レ
イ
に
乗
せ
る
２
条
合
流
型

３
系
列
の
フ
リ
ー
ト
レ
イ
式
最
新
型
光

セ
ン
サ
ー
選
別
機
を
導
入
、
１
日
最
大

約
55
ｔ
の
処
理
能
力
を
持
ち
ま
す
。
ま

た
、
前
予
冷
、
保
冷
設
備
も
完
備
し
生

産
者
、
市
場
の
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応

出
来
る
共
選
所
と
な
り
ま
す
。

　

小
池
組
合
長
は
「
今
ま
で
以
上
に
高

品
質
な
青
果
物
生
産
を
進
め
、
販
売
先

か
ら
選
択
さ
れ
る
持
続
可
能
な
産
地
形

成
に
よ
り
、
生
産
者
の
所
得
増
大
と
儲

か
る
農
業
を
実
現
し
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
で
、
『
桃
日
本
一
の

笛
吹
市
』
に
ふ
さ
わ
し
い
産
地
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
デ
ラ
ウ
ェ
ア
・

キ
ン
グ
デ
ラ
出
荷
目
合
わ
せ
会
　

　

県
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
統
一
共
選
が
４
月

16
日
か
ら
始
ま
る
た
め
、
15
日
当
Ｊ
Ａ

富
士
見
第
一
共
選
場
に
お
い
て
、
山
梨

県
青
果
物
検
査
協
会
に
よ
る
ハ
ウ
ス
デ

ラ
ウ
ェ
ア
・
キ
ン
グ
デ
ラ
の
目
合
わ
せ

会
が
行
わ
れ
、
出
荷
者
、
検
査
協
会
、

全
農
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
出
荷
を
前
に
収
穫
適
期
、
選
果
・

箱
詰
め
の
注
意
点
、
検
査
要
綱
に
つ
い

て
最
終
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
味
、
着
色
、
形
状
、
玉
張
り
、
裂

果
、
サ
ビ
果
、
果
粉
な
ど
を
実
物
で
検

証
し
、
項
目
別
等
級
（
品
質
）
区
分
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

山
梨
県
産
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
が
い
よ
い

よ
出
荷
本
番
で
す
。



令和３年度異動者及び採用者一覧（内示）
氏 名 ふりがな 令和３年度 令和２年度

　令和３年度の事業開始に伴い人事異動を行いました。

　このたびの異動により、組合員およびお客様にはご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、ご協力

およびご指導のほどよろしくお願いいたします。

令和３年度 人 事 異 動

橋 本　 恭 兵 はしもと　きょうへい 企画総務部総合企画課担当 共済部事故相談課担当
藤 田　 英 司 ふじた　ひでし 企画総務部電算課担当 共済部事故相談課担当
山 根　 弦 太 やまね　げんた 企画総務部電算課担当 富士見支所信用共済担当
川本　雄一郎 かわもと　ゆういちろう 監査室担当 信用部ローンセンター長
平 松　 佳 美 ひらまつ　よしみ 信用部貯金為替課担当（嘱託） 企画総務部総合企画課担当（嘱託）
雨 宮　 良 和 あめみや　よしかず 信用部ローンセンター長 監査室担当
稲 山　 宏 樹 いなやま　ひろき 信用部ローンセンター担当 渉外部渉外担当（中央ブロック境川支所）
斉 藤　 由 晃 さいとう　よしあき 信用部ローンセンター担当 渉外部渉外担当（御坂ブロック御坂西支所）
菊 嶋　 房 子 きくしま　ふさこ 信用部ローンセンター担当（嘱託） 石和支所信用共済担当（嘱託）
後 藤　 純 也 ごとう　じゅんや 渉外部係長（職員支援担当） 渉外部係長（中央ブロックサブリーダー八代支所）
小 林　 明 美 こばやし　あけみ 渉外部事務担当（再雇用嘱託） 中道南支所支所長
野 澤　 一 貴 のざわ　かずき 渉外部課長（中央ブロックリーダー）地区変更 渉外部課長（中央ブロックリーダー八代支所）
岩 間　 正 彦 いわま　まさひこ 渉外部係長（中央ブロックサブリーダー） 渉外部渉外担当（一宮ブロックサブリーダー一宮南支所）
林 　 正 明 はやし　まさあき 渉外部渉外担当パート（中央ブロック）地区変更 渉外部渉外担当嘱託（中央ブロック八代支所）
河 野　　 翔 こうの　しょう 渉外部渉外担当（西部ブロック豊富支所） 企画総務部電算課担当
中 丸　 育 哉 なかまる　いくや 渉外部渉外担当（御坂ブロック） 八代支所八代給油所責任者
鈴 木　 光 洋 すずき　みつひろ 渉外部課長（石和ブロック） 渉外部係長（石和ブロックサブリーダー富士見支所）
髙 野　 和 人 たかの　かずひと 渉外部渉外担当（石和ブロック） 渉外部渉外担当（西部ブロック豊富支所）
渡 邉　 竜 次 わたなべ　りゅうじ 渉外部渉外担当（中央ブロック） 信用部ローンセンター担当
荻 原　 潤 平 おぎはら　じゅんぺい 渉外部渉外担当（一宮ブロック） 共済部事務保全課担当
小 林　 大 樹 こばやし　たいき 渉外部渉外担当（一宮ブロック） 一宮西支所販売課担当
堀 内　 ゆ み ほりうち　ゆみ 共済部事務保全課担当（嘱託） 御坂西支所共済課担当（嘱託）
竜 沢　 方 宏 たつざわ　みちひろ 共済部事故相談課課長兼共栄火災代理店統括 共済部事故相談課課長
青 木 　 滋 あおき　しげる 購買部生産資材課課長 豊富支所購買課長
村 松 　 星 むらまつ　あかり 購買部生産資材課担当 御坂東支所信用共済担当
西 海 　 憲 にしがい　さとし 購買部農機・自動車センター長 販売部営農支援センター担当
雨 宮　 祐 紀 あめみや　ゆうき 購買部農機・自動車センター農機担当 購買部農機・自動車センター御坂農機担当
早 川　　 竜 はやかわ　りゅう 購買部農機・自動車センター農機担当 御坂東支所購買課担当
雨 宮　 年 男 あめみや　としお 購買部葬祭センター長 購買部葬祭センター担当
角 田　 幸 生 つのだ　さちお 購買部葬祭センター担当 岡部支所信用共済課長
久保田　浩人 くぼた　ひろと 指導部部長 一宮西支所支所長
高 野　 隆 範 たかの　たかのり 指導部指導課長 指導販売部指導課長
坂 本　 将 輝 さかもと　まさてる 指導部指導課担当 八代支所指導課担当
加藤　まさ代 かとう　まさよ 指導部指導課担当（再雇用嘱託） 指導販売部指導課担当（嘱託）
河 埜 　 哲 こうの　さとる 指導部営農支援センター長 豊富支所指導販売課長
市 川 　 篤 いちかわ　あつし 指導部営農支援センター担当 指導販売部営農支援センター担当
杉 原　 梨 絵 すぎはら　りえ 指導部営農支援センター担当（嘱託） 石和支所信用共済担当（嘱託）
渡邉　真奈美 わたなべ　まなみ 販売部販売課担当 八代支所共済課担当
萩 原 　 亨 はぎはら　とおる 八代支所支所長代理 八代支所支所長代理兼共済課長
小 林　 千 鶴 こばやし　ちずる 八代支所信用課担当（嘱託） 岡部支所信用共済担当（嘱託）
橘 田　 玲 子 きった　れいこ 八代支所信用課担当（パート） 境川支所信用共済担当（パート）
牧 野　 喜 幸 まきの　きこう 八代支所共済課課長 一宮南支所信用共済課長



氏 名 ふりがな 令和３年度 令和２年度
本多　明架里 ほんだ　あかり 八代支所共済課担当 岡部支所信用共済担当
横 瀬 　 誠 よこせ　まこと 八代支所八代給油所責任者 芦川経済支所購買担当
志 村　 香 理 しむら　かおり 八代支所販売課担当 御所経済支所経済担当
川 手　 智 道 かわて　ともみち 八代支所販売課担当（新採用見習）
天 川　 貴 弘 てかわ　たかひろ 八代支所指導課担当 石和支所指導販売担当
横 瀬 　 博 よこせ　ひろし 芦川支所支所長兼購買課長 境川支所購買課課長
岡 　 幸 美 おか　ゆきみ 御所支所経済担当 中道南支所購買課担当
石 原 　 賢 いしはら　けん 境川支所支所長兼指導販売課長 境川支所指導販売課長
小 林　 栄 一 こばやし　えいいち 境川支所購買課課長 中道南支所購買課課長
松 山 　 節 まつやま　たかし 中道北支所支所長 石和支所支所長
中 山　 美 穂 なかやま　みほ 中道北支所信用共済担当 企画総務部総務課付（育児休職）
萩 原 　 一 はぎはら　はじめ 中道南支所支所長 岡部支所支所長
塚 越　 り え つかごし　りえ 中道南支所信用共済担当 一宮南支所信用共済担当
川 野 　 仁 かわの　まさし 中道南支所購買課課長 一宮北支所信用共済課長
古 屋 　 隆 ふるや　たかし 中道南支所購買課担当 御所経済支所経済担当
飯 室　 恵 美 いいむろ　えみ 豊富支所信用共済担当（嘱託） 中道南支所信用共済担当（嘱託）
梶 原　 正 樹 かじはら　まさき 豊富支所購買課課長 御坂西支所購買課課長
小 澤　 浩 司 おざわ　こうじ 豊富支所指導販売課長 一宮北支所購買課課長
鈴 木　 正 子 すずき　まさこ 御坂西支所支所長代理 御坂西支所支所長代理兼信用課課長
岡 本 　 環 おかもと　たまき 御坂西支所信用課担当 岡部支所購買課担当
橘 田　 美 雪 きった　みゆき 御坂西支所信用課担当（ﾊﾟｰﾄ） 境川支所信用共済担当（パート）
山 下　 徳 子 やました　のりこ 御坂西支所共済課担当 一宮北支所信用共済担当
山 寺　 安 子 やまでら　やすこ 御坂西支所共済課担当（嘱託） 御坂東支所信用共済担当（嘱託）
芦 澤　 文 秀 あしざわ　ふみひで 御坂西支所購買課課長 渉外部課長（石和ブロックリーダー石和支所）
大 坪　 太 一 おおつぼ　たいち 御坂西支所御坂第一出張所所長 八代支所販売課担当
古 屋　 国 貴 ふるや　くにたか 御坂西支所御坂第一出張所担当 御坂西支所御坂第二出張所担当
石 川　 裕 太 いしかわ　ゆうた 御坂西支所御坂第一出張所担当 御坂西支所購買課担当
河 野　 利 朗 こうの　としあき 御坂西支所御坂第二出張所担当 御坂西支所御坂第一出張所担当
矢 野　 公 彦 やの　きみひこ 御坂西支所第二出張所副所長 御坂東支所経済課長兼第三共選場長
原 　 健 一 はら　けんいち 御坂西支所指導課担当 御坂西支所御坂第二出張所担当
鈴 木 　 雄 すずき　ゆう 御坂西支所指導課担当 御坂西支所御坂第一出張所担当
小 澤　 秀 史 おざわ　ひでふみ 御坂西支所指導課担当 御坂東支所指導担当
雨 宮　 政 武 あめみや　まさたけ 御坂東支所支所長兼購買課長 購買部生産資材課課長兼農機・自動車センター長
鈴 木　 大 樹 すずき　だいき 御坂東支所購買担当 共済部事故相談課担当
市 川　 幸 男 いちかわ　ゆきお 一宮西支所支所長 一宮南支所支所長
岩柳　百合香 いわやなぎ　ゆりか 一宮西支所支所長代理 一宮北支所支所長
日野原　英史 ひのはら　えいじ 一宮西支所信用課課長 御坂東支所支所長代理兼信用共済課長
湯浅　久美子 ゆあさ　くみこ 一宮西支所信用課担当 一宮北支所信用共済担当
金井　百合子 かない　ゆりこ 一宮西支所信用課担当 一宮北支所信用共済担当
角 田　 真 希 つのだ　まき 一宮西支所信用課担当 富士見支所信用共済担当
井 上　 京 子 いのうえ　きょうこ 一宮西支所信用課担当（嘱託） 御坂東支所信用共済担当（嘱託）
野澤　由美子 のざわ　ゆみこ 一宮西支所信用課担当（嘱託） 一宮南支所信用共済担当（嘱託）
渡 邉　 美 智 わたなべ　みち 一宮西支所共済課担当 富士見支所信用共済担当
梶 原　 沙 織 かじはら　さおり 一宮西支所共済課担当 石和支所信用共済担当
山 下　 裕 昭 やました　ひろあき 一宮西支所購買課課長 一宮南支所購買課課長
風 間　 大 介 かざま　だいすけ 一宮西支所購買課担当 一宮西支所販売課担当
武 井　 佑 介 たけい　ゆうすけ 一宮西支所販売課担当 購買部葬祭センター担当



氏 名 ふりがな 令和３年度 令和２年度
依 田　 大 希 よだ　ひろき 一宮西支所販売課担当 一宮西支所購買課担当
若 尾　 春 江 わかお　はるえ 一宮西支所指導課担当（嘱託） 購買部生産資材課（嘱託）
青 柳　 龍 一 あおやぎ　りゅういち 一宮西支所一宮給油所担当（嘱託） 富士見支所富士見給油所責任者
岩 間　 美 良 いわま　みよし 一宮南支所支所長兼購買課長 一宮西支所購買課課長
神宮寺　明美 じんぐうじ　あけみ 一宮南支所購買担当（嘱託） 一宮北支所購買課担当（嘱託）
雨 宮　 一 幸 あめみや　かずゆき 一宮北支所支所長兼購買課長 購買部葬祭センター課長
梶 原　 良 太 かじはら　りょうた 一宮北支所購買担当 共済部事故相談課担当
堀 内 　 智 ほりうち　とも 一宮北支所購買担当 一宮南支所購買課担当
山口　由美子 やまぐち　ゆみこ 富士見支所支所長代理 富士見支所支所長代理兼信用共済課長
角田　あゆみ つのだ　あゆみ 富士見支所信用課課長 境川支所信用共済課長
土屋　智恵子 つちや　ちえこ 富士見支所信用課担当 一宮西支所信用課担当
若 杉　 由 衣 わかすぎ　ゆい 富士見支所信用課担当 石和支所信用共済担当
岡 　 麻 未 おか　あさみ 富士見支所信用課担当 一宮南支所信用共済担当
保 坂　 綾 乃 ほさか　あやの 富士見支所信用共済担当（新採用見習）
半 田　 恵 進 はんだ　けいしん 富士見支所共済課課長 石和支所信用共済課長
中 村　 麻 美 なかむら　あさみ 富士見支所共済課担当 境川支所信用共済担当
鈴 木　 健 二 すずき　けんじ 富士見支所共済課担当（嘱託） 中道南支所信用共済担当（嘱託）
岩 井　 岳 春 いわい　たけはる 富士見支所購買課担当 企画総務部総合企画課担当
土 屋　 孝 夫 つちや　たかお 富士見支所富士見給油所責任者（嘱託） 一宮西支所一宮給油所担当（嘱託）
塩 澤　 和 彦 しおざわ　かずひこ 岡部支所支所長兼購買課長 岡部支所購買課課長
深 澤　 節 子 ふかさわ　せつこ 岡部支所購買課担当（嘱託） 岡部支所信用共済担当（嘱託）
小沢　伊寿美 おざわ　いずみ 岡部支所指導販売担当（再雇用嘱託） 石和支所指導販売担当
金 井 　 隆 かない　たかし 石和支所支所長兼購買課長 石和支所購買課課長
榊 原　 真 紀 さかきばら　まき 石和支所指導販売担当（嘱託） 岡部支所指導販売担当（嘱託）
深 山　 紀 彦 ふかやま　のりひこ 石和支所指導販売担当 指導販売部指導課担当

≪退職≫　　３月 31 日付
岡 　 和 彦 おか　かずひこ 境川支所支所長
末 木　 隆 一 すえき　りゅういち 中道北支所支所長
神 谷　 光 二 かみや　こうじ 御坂東支所支所長
志 村　 一 吉 しむら　かずよし 御坂西支所御坂第一出張所場長
菱山　美智留 ひしやま　みちる 一宮西支所信用課課長
河 野 　 悟 かわの　さとる 渉外部渉外担当（一宮ブロック一宮西支所担当）
小宮山　尊之 こみやま　たかゆき 購買部農機・自動車センター担当（御坂農機）
武 井　 博 文 たけい　ひろふみ 購買部農機・自動車センター担当（八代農機）
古 屋　 寿 裕 ふるや　としひろ 富士見支所購買課担当
竹 下　 智 美 たけした　ともみ 一宮西支所信用課担当
望 月 　 翔 もちづき　かける 一宮西支所信用課担当
跡 部　 理 恵 あとべ　りえ 信用部貯金為替課担当（嘱託）
小宮山　通博 こみやま　みちひろ 八代支所八代給油所（嘱託）
小 野　 洋 子 おの　ようこ 中道北支所信用共済担当（嘱託）
早 川　 知 江 はやかわ　ともえ 企画総務部総務課担当（パート）
坂 本　 龍 也 さかもと　たつや 共済部事務保全課共栄火災代理店担当（パート）
三 井　 信 一 みつい　しんいち 購買部農機・自動車センター担当（八代農機パート）
萩原　由利子 はぎはら　ゆりこ 八代支所信用課担当（パート）
清 水　 積 子 しみず　せきこ 八代支所販売課担当（パート）
芦 澤　 秋 子 あしざわ　あきこ 豊富支所信用共済担当（パート）



モモせん孔細菌病の防除対策
今年は、春先から気温が高く、早場では３月20日頃より開花が始まりましたが、せん孔細菌病
によるものと思われる「芽枯れ・花枯れ枝」の発生も見られています。
今後、この枝が主な伝染源となり、雨混じりの強風により葉や幼果へ感染しますので、引き続き、
対策を徹底してください。

今年の開花期の状況

芽、花枯れ枝
今年は３月下旬から、せん孔細菌病による
ものと思われる芽・花枯れが見られている。

芽枯れ枝
開花期に入っても、枝が黒紫色に
変色し、蕾が膨らまない。

１．病斑枝のせん除

⑴　黒紫色に変色した春型枝病斑、芽枯れ枝、先端の枯れ枝、生育不良枝は、見つけ次第せん除し、
　　園外に持ち出し処分する。
　　※せん除は、降雨前に行い、結果枝の基からせん除する。
⑵　樹の上部の発病枝は、降雨により樹全体に感染が拡大するため、病斑枝のせん除は、樹上
　　部より行う。
⑶　発病が結果枝の先端部の場合は、病斑部から４芽以上離してせん除する。
　　※この場合、残した結果枝にも、後日、発病が見られることがあるため注意が必要。
⑷　病斑のせん除は、一回だけでなく順次見回り、見つけ次第せん除する。

春型枝病斑のせん除
今後の伝染源となるため、できるだ
け枝の基部からせん除する。

病　斑

ここから
４芽以上離れた
位置でせん除する。

病斑は絶対に残さない！！
病斑部から４芽以上離して、せん除する。

ただし、残した結果枝にも発病が見られることもある。



２．被害葉、幼果の取り除き

⑴　発病が見られる葉は、幼果へ感染が拡大する恐れがあるため、発病葉を取り除き、園外に
　　持ち出す。
⑵　発病した葉や幼果の周辺には、伝染源となった枝病斑が残っている可能性があるため、見
　　つけてせん除し園外に持ち出す。

被害葉と枝病斑の取り除き

発病した葉は
取り除く

葉に感染して、発病するまでの期間
潜伏期間：４～９日

被害果の取り除き

発病した幼果も
すみやかに取り除く

幼果に感染して発病するまでの期間
潜伏期間：２～３週間

３．薬剤散布

・薬剤散布は、枝病斑等を取り除き、降雨の前に実施する。
・葉や幼果に感染した後では防除効果が低下するため、７～10日以内の間隔で予防散布を行う。
・最終散布後は、生理落果の少ない品種を中心に袋かけを早めに行う。
・袋かけまでの期間が長い品種や袋かけが遅れる場合は、天候に応じて追加散布を実施する。

散布時期 早生種
（日川白鳳まで） 中生種 晩生種

極晩生種
５月上旬
（がく割後）

マイコシールド　１，５００倍
（100㍑当り -66g/ 収穫 21日前まで /5回以内）

５月中旬 ※１ マイコシールド　１，５００倍
（100㍑当り -66g/ 収穫 21日前まで /5回以内）

病斑部（枝・葉・幼果）は、伝染源となるので見つけしだい除去し、園外に持ち出す

５月下旬 ※１ マイコシールド　１，５００倍
（100㍑当り -66g/ 収穫 21日前まで /5回以内）

※１　天候不順が続く場合は、ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ 1,500倍（66g/ 収穫 21日前まで /5回以内）を散
　　　布する。
※マイコシールドは、ぶどう・かきの隣接園では飛散しないよう十分注意する。
◎今年は、生育進度が早く、収穫始めも早まると思われますので、登録内容を確認し、収穫前日数、
　使用回数に注意してください。

・モモ園に出かける際には、剪定バサミは持って行きましょう。
・ＪＡ指導課では、生育状況等に応じて（防除）携帯メール等を行いますので、通知があ
　った場合には、必ず散布を行ってください。



ＪＡふえふき農業用機械の貸し出しのお知らせ
令和3年5月版

○バックホーの貸出を行います。　注1
○トラクター・乗用モアーで、作業受託。（オペレーター付）

（耕耘作業、雑草処理）
○グロスガン・チッパーも貸出を行います。
　　　　お気軽にご相談・ご利用ください！！

下記の料金表をご覧ください

機種 単位 料金 備考

バックホーオペレーター付

（2ｔ・0.9 ｔ共に）
時間　※1

1時間

5,000円
搬送料込

バックホー　2ｔ
半日

半日

4,000円
搬送依頼可能　※2

バックホー　0.9 ｔ

トラクター

乗用モアー
時間　※1

1時間

4,000円

作業受託（オペレーター付）

搬送料込

新　グロースガン

　　（車体重850㎏） 半日

半日

5,000円
搬送依頼可能　※３

旧　グロスガン・チッパー 半日4,000円 搬送依頼可能　※４

注1	 バックホーの貸出には建設機械操作等の免許が必要となります。免許のない方には貸出

　　　できませんのでご了承ください。

　　　免許のない方には、オペレーター付があります。

※1　1時間以内の作業は、1時間分の作業料になります。

　　　作業が1時間を超える場合には、30分単位の作業料になります。

※2　搬送料別途　往復4,000円

※3　搬送料別途　往復4,000円（本体重量が850㎏ありますので、軽トラでの搬送は不可）

※４　搬送料別途　往復2,000円

貸出注意事項
1　申込書は各支所指導課にあります。
2　初めての方は貯金振替依頼書の提出をお願
　　いします（用紙は信用窓口にあります）
3　燃料は確認してください。

お問い合わせは

各支所指導課又は
営農支援センターまで

電話055―265－ 1607





ＪＡふえふき共済窓口まで



年金受給者の方へ
金利上乗せ商品のお知らせ
ＪＡふえふきで年金を受け取るとお得がいっぱい

取扱期間：令和３年４月１日（木）～令和４年３月３１日（木）

対　象　者
◦ＪＡふえふきで公的年金をお受取の方
・新規に公的年金のお受取をＪＡふえふきにする方

金利上乗せ定期貯金　ｈｅａｒｔｆｕｌ
～ハートフル（心のこもった）～

店頭表示金利　＋０．１０％
  預入限度額　　　　お一人様１０００万円まで
  対象商品　　　　　定期貯金（１年もの自動継続定期）

金利上乗せ定期積金　ｆｌｏｗｅｒ
～フラワー（花咲）～　　　

店頭表示金利の２倍
  預入限度額　　　１回の掛込額は年金振込額の範囲内
  対象商品　　　　定期積金（５年以下、但し年金振込月が掛込月）

※中途解約の場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率となります。

八 代 支 所 055-265-2311 御坂西支所 055-262-2248

一宮西支所 0553-47-1211 富士見支所 055-262-2158

中道北支所 055-266-4111 中道南支所 055-266-3441

豊 富 支 所 055-269-2216

詳細は、お近くの支所へお問い合わせ下さい。

令和3年４月１日現在



サワラとレンコンのポン酢掛け
■材料（４人分）
　サワラ　４切れ、レンコン　100ｇ、ナバナ（下ゆで）　１/２束、ラ
　ディッシュ　４個、サラダ油　適宜、片栗粉　大さじ２
　ポン酢だれ〔ぽん酢しょうゆ　大さじ４、大根おろし　大さじ１〕
■作り方
　1　サワラの切り身は薄塩（材料外）を振って１時間ほど置く。レンコ
　　　ンは５㎜厚に切って酢水（材料外）にさらす。
　2　1の水気を拭き取り、片栗粉をはたき180度のサラダ油で３～４
　　　分ほど揚げる。
　3　ボウルにぽん酢だれの材料を合わせ、2を直接入れ絡める。
　4　皿に3を盛り付け、ナバナとラディッシュを飾り、ボウルに残った
　　　たれを回し掛けて出来上がり。

ナメコとトマトの豚汁
■材料（６人分）
　足付き生ナメコ　100ｇ、豚バラスライス　200ｇ、トマト　中２個、
　ゴボウ　１/２本、かつおだし６カップ（1200㎖）、みそ　大さじ５～
　６、サラダ油　小さじ１、小口切りネギ　適宜
■作り方
　1　鍋にサラダ油を熱し、２～３㎝幅に切った豚バラ、１㎝角に切った
　　　トマト、小さめの乱切りにしたゴボウを炒める（３～４分ほど）。
　2　1にかつおだしを入れ強火で沸騰させてから、弱火にしてあくを丁
　　　寧にすくい、半分の量のみそを溶き入れ、ばらしたナメコを入れて
　　　７～８分煮る。
　3　最後に残りのみそを溶き入れ、おわんに盛り付け小口切りネギをの
　　　せて出来上がり。

もう一品もう一品

おかずおかず

牡羊座（3/21～4/19）
【全体運】おいしい物を食べたり花の香りを
楽しんだり。五感を刺激するレジャーにツキ。
買い物は予算オーバーに注意
【健康運】無理をすると後からきそう。休養
も忘れずに
【幸運の食べ物】キクラゲ

天秤座（9/23～10/23）
【全体運】勢い余ってミスしてしまう危険が
チラリ。慣れたことでも丁寧に進めて。困っ
たときは早めにＳＯＳを出すのが正解
【健康運】安全確認が大切。器具は点検して
から使って
【幸運の食べ物】新ジャガ

蠍座（10/24～11/22）
【全体運】ハプニングはあなたの味方。「エ
ッ！」と思ったときほど冷静に動いて。チャ
ンスをつかめます。金運も上昇中
【健康運】ちょっとハードな筋トレで体の動
きが改善
【幸運の食べ物】ゼンマイ

射手座（11/23～12/21）
【全体運】うっかり忘れて慌てることがある
かも。メモやカレンダーを活用して乗り切っ
て。連絡は早めに取るといい方向へ
【健康運】持病があるならケアを。健康診断
も受けて◎
【幸運の食べ物】シイタケ

山羊座（12/22～1/19）
【全体運】周囲の期待に応えるのが大変そう。
けれど頑張りの結果は上々。自信を持って進
めましょう。衝動買いは控えて
【健康運】リラクセーション系のマッサージ
が吉
【幸運の食べ物】メロン

水瓶座（1/20～2/18）
【全体運】着実に進めればうれしいご褒美が
待っています。時には自分のことより頼まれ
事を優先してみるのもありかも
【健康運】継続は力なり。長くやっている成
果が出そう
【幸運の食べ物】ソラマメ

魚座（2/19～3/20）
【全体運】長く困っていたことが解決に向か
う一方で、新たな問題発生も。気持ちの切り
替えが大切。良い面に目を向けて
【健康運】不調を解消するチャンス。まずは
血行促進から
【幸運の食べ物】ニンニク

牡牛座（4/20～5/20）
【全体運】パワフル運。活動的に過ごした方
がハッピーでいられます。買い物は事前準備
が大事。リスト作りから
【健康運】友人たちと楽しみながらできる運
動が◎
【幸運の食べ物】キャベツ

双子座（5/21～6/21）
【全体運】結果を求められることが多く大変
そう。でも、努力は実を結ぶ兆しです。手抜
きをせずに丁寧に進めれば大躍進
【健康運】食べた分、体を動かして。万歩計
が励みに
【幸運の食べ物】グリーンピース

蟹座（6/22～7/22）
【全体運】心温まる知らせが飛び込んできそ
う。ボランティア活動では人の優しさに触れ
られほっこり。おけいこ事にツキ
【健康運】頑張り過ぎないで。ペース配分が
重要です
【幸運の食べ物】さんしょう

獅子座（7/23～8/22）
【全体運】上昇運。取っ掛かりでつまずいて
も諦めないで。手抜きをしない姿勢が高く評
価されます。誤解も解けるはず
【健康運】軽いストレッチやダンスがお勧め
です
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

乙女座（8/23～9/22）
【全体運】大事な用事は早めに済ませ、後半
の予定は余裕を持たせて。頼まれ事はできる
だけ引き受けた方が発展的です
【健康運】景色を楽しみながらのウオーキン
グが◎
【幸運の食べ物】ビワ

今月のあなたの運勢 ５月　　モナ・カサンドラ

シェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい　ともかず）

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」

オーナーシェフ
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６ ３ ５ ９ １ ８ ２ ７ ４

２ １ ８ ４ ７ ３ ５ ９ ６

４ ９ ７ ６ ２ ５ ３ ８ １

５ ４ １ ２ ８ ９ ６ ３ ７

７ ８ ６ ３ ５ １ ４ ２ ９

９ ２ ３ ７ ６ ４ １ ５ ８

１ ７ ２ ８ ３ ６ ９ ４ ５

３ ５ ９ １ ４ ７ ８ ６ ２

８ ６ ４ ５ ９ ２ ７ １ ３

答　え

郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　５月31日（月）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。

９

八
代
支
所

境
川
支
所

〃〃〃〃

中
道
北
支
所

豊
富
支
所

一
宮
南
支
所

富
士
見
支
所

橘

田

菊

子

竜

沢

正

子

市

川

真

美

滝　

沢　

ち
か
子

西

原

増

美

市

川

晴

翔

小

澤

紀

子

中

込

明

美

菊

島

好

夫

梶

原

美

緒
様様様様様様様様様様

当

選

者

「
御
中
」
の
正
し
い
使
い
方
は
？

社会人の
ための

日本語
検定

プレゼントありますよ！数独 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれ９マスあるブロ
　　ックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
　　が１つずつ入ります。

４ ５

９ ７ ３

１ ８

７ １ ９

９ ４

３ ６ ２

２ ４

２ ５ ３

１ ９

【
　
　
　
】
の
よ
う
な
と
き
、（
　
　
　
　
）

に
入
る
言
い
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

【
取
引
先
の
社
員
に
送
る
、
郵
便
物
の
宛
名

に
】

〇
〇
株
式
会
社
（
　
　
　
）
大
山
一
郎
様

　
⑴
営
業
部

　
⑵
営
業
部
　
御
中

　
⑶
御
中
　
営
業
部

次
の
文
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
し
た
と
き
の

変
換
ミ
ス
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
い
る
表
記
を

含
む
言
葉
の
正
し
い
書
き
方
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。

今
回
の
外
交
交
渉
の
失
敗
は
我
が
国
に
と
っ
て

大
き
な
痛
手
だ
っ
た
。
当
然
、
責
任
者
で
あ
る

外
務
大
臣
は
出
所
進
退
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ

き
だ
。

問
一　
　

敬
語　
　

３
級

問
二　
　

表
記　
　

２
級

問三

前
号
の
解
答
・
解
説

問
一
　
⑴

「
義
務
」
は
、
法
律
や
道
徳
な
ど
に
の
っ
と

っ
て
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。「
権
利
」

は
、
物
事
を
自
分
の
意
志
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
資
格
の
こ
と
で
、
あ
る
物
事
を
表
す
言

葉
と
、
そ
の
言
葉
の
対
義
語
と
い
う
関
係
で

あ
る
。
同
じ
関
係
に
な
る
の
は
⑴
で
、「
建

設
」
は
、
施
設
な
ど
を
新
た
に
つ
く
る
こ
と
。

「
破
壊
」
は
、
建
築
物
な
ど
を
う
ち
こ
わ
す

こ
と
。
⑵
の
「
漂
泊
」
は
、
あ
て
も
な
く
さ

ま
よ
い
歩
く
こ
と
。「
流
浪
」
は
、
住
む
と

こ
ろ
を
定
め
ず
、
さ
ま
よ
い
歩
く
こ
と
で
、

両
者
は
類
義
語
の
関
係
。
⑶
の
「
販
売
」
は
、

「
商
品
」
を
売
る
こ
と
で
、
あ
る
物
事
を
表
す
言
葉
と
、
そ
の
対

象
と
な
る
事
柄
を
表
す
言
葉
と
い
う
関
係
。
⑷
の
「
観
劇
」
も
、

「
芝
居
」
を
見
る
こ
と
で
、
あ
る
物
事
を
表
す
言
葉
と
、
そ
の
対

象
と
な
る
事
柄
を
表
す
言
葉
と
い
う
関
係
。

問
二
　
⑵

前
の
文
で
は
謙
譲
語
を
用
い
る
と
丁
寧
な
表
現
と
な
る
。
⑵
と

⑶
が
適
切
。
後
の
文
で
は
、
身
内
で
あ
る
「
担
当
者
」
の
動
作

に
使
役
形
を
使
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
⑴
は
不
適
切
。

⑵
が
適
切
。
⑶
は
、
電
話
を
受
け
て
い
る
当
人
が
折
り
返
し
の

電
話
を
す
る
意
味
に
な
り
不
適
切
。
全
体
と
し
て
は
⑵
が
適
切
。

問
三

〒 406-0822

笛
吹
市
八
代
町
南　

五
六
一

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

　

総
合
企
画
課

　

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
係

①
答
え 

問
一
・
問
二
・
問
三

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業

③
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
や
ふ
え

　

ふ
き
だ
よ
り
へ
の
ご
意

　

見
ご
要
望

63

　

ふ
え
ふ
き
だ
よ
り
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名

の
方
に
粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。




